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施
政
方
針

平
成
23
年
度

　

平
成
23
年
第
1
回
曽
於
市
定
例
会

が
開
か
れ
、
こ
の
定
例
会
で
平
成
23

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
池
田
市

長
の
施
政
方
針
を
一
部
抜
粋
し
て
掲

載
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
第
１
回
曽
於
市
議
会
定

例
会
が
開
会
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
市

政
運
営
に
臨
む
私
の
姿
勢
と
所
信
の

一
端
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
の

重
点
施
策
な
ど
、
そ
の
概
要
に
つ
い

て
ご
説
明
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
は
、
本
格
的
な
回

復
の
軌
道
に
乗
っ
て
お
ら
ず
、
慢
性

的
な
デ
フ
レ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

何
よ
り
、深
刻
な
財
政
状
況
の
下
、

持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
整
備
が
遅

れ
る
中
、
少
子
化
・
高
齢
化
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
は
否
応
な
く
進

み
、
社
会
の
閉
塞
感
、
将
来
へ
の
不

安
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
国
の
予
算
は
、
政

権
交
代
後
、
新
政
権
が
ゼ
ロ
か
ら

取
り
組
む
最
初
の
本
予
算
で
あ
り
、 

｢
『
成
長
と
雇
用
』
の
実
現
、
デ
フ
レ

脱
却
へ
の
道
筋
」、｢

国
民
の
生
活
を

第
一
に｣
、「
確
固
た
る
戦
略
に
基
づ

く
予
算
編
成
」
の
理
念
の
下
、
成
長

と
雇
用
拡
大
を
実
現
す
る
と
の
基
本

的
考
え
方
に
よ
り
編
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
急
速
な
円
高
の
進
行
等
の

厳
し
い
経
済
情
勢
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
、
デ
フ
レ
脱
却
と
景

気
の
自
律
的
回
復
に
向
け
た
道
筋
を

確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
新
成
長

戦
略
の
本
格
実
施
を
図
る
こ
と
と

し
、「
21
の
国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
る
重
要
な
政
策
課

題
に
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高

齢
化
や
過
疎
化
の
進
展
な
ど
社
会
情

勢
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、

こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
等
は
、
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
等
を
安
定
的
に
供

給
し
て
い
く
た
め
に
は
、
曽
於
市
総

合
振
興
計
画
や
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
、
財
政
計
画
、
行
政
改
革
大

綱
、
定
員
適
正
化
計
画
、
組
織
機
構

再
編
計
画
等
の
主
要
な
計
画
を
十
分

に
踏
ま
え
な
が
ら
、
行
政
体
制
の
整

備
や
行
財
政
基
盤
の
強
化
が
不
可
欠

で
あ
り
、
効
率
的
な
組
織
体
制
の
構

築
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
自
主
的
・
自
立
的
な
行
財
政
運
営

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
17
年
８
月
に
曽
於
市

の
初
代
市
長
と
し
て
就
任
し
て
以

来
、
活
力
に
満
ち
、
心
豊
か
で
い
つ

も
夢
と
希
望
の
持
て
る
元
気
な
ま
ち
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に
し
た
い
と
い
う
信
念
で
、
市
民
の

皆
様
に
お
約
束
し
た
施
策
を
着
実
に

実
施
し
な
が
ら
、
新
市
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
の

中
で
生
命
の
鼓
動
を
感
じ
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

曽
於
市
誕
生
か
ら
６
回
目
の
春
を

迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
23
年
度

予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
て
は
「
均

衡
の
と
れ
た
曽
於
市
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
向
け
て
、
健
全
財
政
の
確
保

を
基
本
と
し
て
歳
出
の
削
減
、
合
理

化
を
図
り
な
が
ら
財
源
の
配
分
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
国
・
県
の

方
針
を
踏
ま
え
編
成
い
た
し
ま
し
た

が
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
景
気
が

停
滞
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
国
の
施
策
等
を
十
分
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
編
成

と
な
り
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
物

件
費
等
に
つ
い
て
極
限
ま
で
絞
り
込

み
、
徹
底
し
て
消
費
的
経
費
を
抑
制

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
は
、
緊
急
性
・
必

要
性
な
ど
投
資
的
効
果
を
踏
ま
え
、

事
業
を
厳
選
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

消
防
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
や
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
が

あ
り
、
予
算
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
一
般 

会
計
当
初
予
算
は
２
１
９
億
４
７
０ 

０
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算

２
０
７
億
５
９
０
０
万
円
に
対
し
て

11
億
８
８
０
０
万
円
、
5.7
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、
予

算
総
額
が
１
１
６
億
５
５
９
２
万
５ 

千
円
と
な
り
、
前
年
度
の
当
初
予
算

１
１
４
億
７
４
２
４
万
２
千
円
に

対
し
て
１
億
８
１
６
８
万
３
千
円
、

1.6
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
、
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
は
前
年
度
に
対
し

伸
び
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
は
前
年

度
に
対
し
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収
益
的

収
入
５
億
４
５
９
０
万
３
千
円
、
収

益
的
支
出
５
億
１
１
５
１
万
８
千

円
、
資
本
的
収
入
１
億
１
８
０
０
万

円
、
資
本
的
支
出
３
億
９
２
８
０
万

９
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
本
年

度
は
水
道
料
金
の
統
一
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
２
月
25
日

曽
於
市
長　

池　
田　
　
孝


